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  平成２７年度が終わった。 

 思えば昨年度は，夏休みまでは一日一日じっくりと地に足をつけて着

実に歩んできた感があった。１年生の共同宿泊学習，クラスマッチ，検

定試験への取り組み，部活動，特に野球部の３８年ぶりの県大会ベスト

８進出では，選手・応援団員そして一般生徒も教職員も，学校全体が燃

え上がっていた。 

 しかしその流れは９月１０日（木）の大雨・鬼怒川増水・田川逆流に

よる校舎水没によって一変した。２メートルにも及ぶ泥水が本館・特別

棟・実習棟・体育館・武道場を覆い尽くした。田川の水は波を打ち，い

つもは５メートルは上にある田川橋の橋げたを，ボコッボコッと音を立てて突き崩そうと

していた。ふと橋の欄干に目をやると，そこには信じられないような光景

があった。あんなものを私は初めて見た。普段は草むら

に身をひそめ，暗闇の中でしか姿を現さないような大き

なムカデが，何匹も何匹も整然と列をなしているではな

いか。ムカデだけではない。バッタやカマキリ，ゴキブ

リやカエルなど，一緒にいれば食い食われる関係にある

ような生き物がみな橋の上に仲良く避難しているのである。じっと見つめ

ていると何か長いものが動いた。最後はヘビだ。橋げたの下から頭をもたげて姿を現すと，

欄干から身を乗り出し私には見向きもせずに，呆然とどす黒い川の流れに見入っていた。

その後ろ姿はどこか不安げで，自分の当時の心境と相通じるものがあり，親近感さえ感じ

た時には思わず笑ってしまった。 

 生徒・職員総出で片づけを行い，２週間後には学校を再開するこ

とができた。体育館が使えないため部活動はジプシーのように施設

を渡り歩いた。そんな中，元巨人軍の仁志選手から復興支援として

野球道具をいただいたことはこの上ない感激だった。 

 そして迎えた３月１日は火曜日。本校体育館は現在も工事が続い

ており，卒業式の会場探しに校長先生は旧年中から奔走されていた。

そして結城市職員の皆さんのご厚意で，定休日にもかかわらずアク

ロスを開けていただき，卒業式を無事行う

ことができた。有難いことである。復興で

お世話になった全国の方々に感謝の意を込

めて，こんなことくらいではびくともしない，たくましく成長

した自分たちの姿を地域の方々に見ていただこう，そんな卒業

式にするために全員で力を合わせようと訴えた。厳かな会場内

に生徒一人一人に対しての担任からの魂の呼名・心の通った力

いっぱいの返事が響き渡り，答辞を述べた元生徒会長の目は涙

であふれていた。来賓の方が言葉の一つ一つにうなずきながら

聞き入っておられた姿には，生徒たちを慈しんでくださってい

るのだと感じてうれしかった。こんなによくできた真心のこも

った卒業式は教員人生始まって以来だ。 

 こんな幸せな気持ちになったことがあったろうか。この仕事

に就いて良かったと心から思った。 
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